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第 5 章では、ノニルフェノール (NP) 、ピスフェノール A (BPA) 、 17 ß ・エストラジオール (E2) を対象として、
オゾンと内分泌撹乱物質の反応機構について検討し、共存有機物、反応生成物によるオゾンの無効消費を考慮する必
























(4) オゾンと各種内分泌撹乱物質 (NP、 BPA、 E2) の反応機構について検討し、これらの物質がオゾンによって効
率的に分解されることを明らかにしている。また、この分解処理においては共存有機物、反応生成物によるオゾ
ンの無効消費の影響を考慮することが重要であることを示唆している。
(5) 内分泌撹乱物質をオゾン処理する際の安全性を評価し、内分泌撹乱活性および急性毒性が確実に低下することを
明らかにしている。また、モデ、ル計算から実際の下水二次処理水中で、内分泌撹乱活'性をほぼ完全に除去するオゾ
ン処理条件として、オゾン注入量を約1.0 mg-03/L に保つことが必要であると推算し、その実用性を確認してい
る。
以上のように、本論文は、オゾン適用により、活性汚泥法を中心とした現在の下廃水処理プロセスの抱える問題の
うち、特に余剰汚泥の大量発生と内分泌撹乱物質の不完全な処理の解決が可能で、あることを明らかにしており、環境
工学、特に下廃水処理技術の発展に寄与するところが大である。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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